
復興公営住宅（北原地区）

原町川俣線（八木沢トンネルの貫通式）

大浜地区海岸

相馬亘理線（新地工区）相馬亘理線（新地工区）
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Ⅰ 管内概要
１ 相双地域の概況

相馬野馬追祭り（南相馬市）

・県の東部に位置し、２市７町３村
（相馬市、南相馬市、双葉郡・相馬郡

の各町村）で構成される。

・面積は約1,738km2（県全体の9.2％）
で、東西約30km、南北約80kmの細
長い形状となっており、圏域全体に核と
なる都市がないことから、分散型の地域
構造となっている。

【社会資本等の現況】

指定区間延長 743.7km

要改修区間 422.1km

改修率 68.3%

海岸延長（管理分） 53.5km

海岸保全地域指定延長 39.1km

保全施設設置率 約93%

河川（H27.3月現在）
管理河川：二級河川25水系80河川

海岸 ※被災した堤防等は現在復旧中

砂防（H2７.3月現在）

相双建設事務所管内市町村

実延長 784.0km

舗装率 97.2%

改良率 77.1%

道路（H27.３月現在）
管理道路：国道6路線、主要
地方道10路線、一般県道50路線

1

砂防指定地 101箇所

急傾斜地崩壊危険区域 31箇所

土砂災害警戒区域等 141箇所

福島県総人口：1,973,442人（※）

福島県統計課「福島県の推計人口（福島県現住人口調査月報）H28.3.1現在」に基づく人口。
※ただし、富岡町、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村、楢葉町については、上記に含ま
れないことから、各町村で公表している住民基本台帳人口を参考に算出。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

相双建設管内 福島県
管内市町村人口

175,803人（※）



①相双地域の被災状況

Ⅰ 管内概要
２ 東日本大震災による被災状況

陸上自衛隊第６師団 撮影・提供

請戸地区海岸（浪江町）

相双建設事務所管内の震度分布

市町村
死者

（直接死） （関連死） （死亡届等） 死者数合計 行方不明者

相馬市 439 28 19 486

南相馬市 525 485 111 1,121

広野町 2 44 46 1

楢葉町 11 122 2 135

富岡町 18 340 6 364

川内村 89 89

大熊町 11 115 126 1

双葉町 17 140 3 160 1

浪江町 150 384 32 566

葛尾村 37 1 38

新地町 100 9 10 119

飯舘村 1 42 43

計 1,274 1,835 184 3,293 3

管内市町村における人的被害

避難指示区域の概念図（経済産業省HPより）

避難指示市町村の避難者数

市町村 県内避難者（※3） 県外避難者

南相馬市 4,332 6,182

楢葉町 6,155 953

富岡町 10,826 4,315

川内村 814 193

大熊町 8,184 2,578

双葉町 4,055 2,921

浪江町 14,497 6,432

葛尾村 1,383 97

飯舘村 6,166 511

計 56,412 24,182

※３ 南相馬市は市内の避難者を除く

大浜地区海岸（相馬市）

県避難地域復興局「避難地域１２市町村の現状
（H28.1.14現在）」

2

福島県災害対策本部「平成23年東北地方太平洋沖地震による被害情報即報（第1635報）
（H28.3.28現在）」

（川内村）H26.10.1
避難指示解除準備区域→解除
居住制限区域→避難指示解除
準備区域に見直し

（楢葉町）H27.9.5
避難指示解除準備区域→解除

（田村市）H26.4.1
避難指示解除準備区域→解除



Ⅰ 管内概要
２ 東日本大震災による被災状況

震災等の災害復旧工事全体の進捗（H28.3月末）

相馬亘理線（新地町）

被災状況

②管理施設の被災状況

河川 海岸 道路 橋梁 合計

箇所数 92 25 162 19 298

完了 73 5 115 13 206

着手 13 18 7 3 41

未着手 6 2 40 3 51

各管理施設の災害査定箇所数及び進捗状況（H28.3月末現在）※富岡土木事務所分を除く

棚塩地区海岸（浪江町）

被災状況

復旧状況

※避難指示区域の一部を除く

3

復旧状況

完了

69%実施中

14%

未着手

17%

着手済

83%



（１）復旧・復興事業の完了見通しの実現

・「津波被災地における復旧・復興事業の完了見通し」等の完了目標を堅持するため、各
事業の確実な工程管理などに努める。

・ＪＲ常磐線（新地町内）の再開通にあわせ新地駅西側の主要アクセス道路を整備すると
ともに、多重防御の復興まちづくりを担う防災緑地等の着実な整備を進める。

・避難住民の帰還につながる河川・海岸堤防及び道路の整備を進めるとともに、平成２７
年度に査定を受けた避難指示区域内の道路網復旧については、平成２８年度中の完了を
図る。

・避難指示区域の早期復興を支援するふくしま復興再生道路について、原町川俣線及び小野
富岡線等を着実に整備する。

Ⅱ 業務運営目標
１ 業務運営目標

復旧・復興事業の完了見通しや避難市町村の帰還などを見据え、各事業
のより一層、計画的かつ効率的な執行に努めるとともに、引き続き、避難
市町村の重要施策を適切に支援する。

基本方針

4

（２）避難市町村の重要施策への支援

・（仮）双葉町ＩＣと復興拠点を結ぶ双葉町のシンボル軸（井手長塚線等）の着実な整備を
進めるとともに、浪江町中心市街地に計画されている「道の駅」について、的確な支援を
実施していく。

・飯舘村や葛尾村の復興拠点に関連する道路及び河川施設について、着実な事業進捗を図る。

・避難市町村における復興拠点等の整備に関して、適切な技術的支援及び許認可業務におけ
る迅速な対応に努める。

葛尾村復興交流館及び直売所イメージ（葛尾村中心拠点等
整備計画より）

（仮称）「道の駅までい館」イメージ（いいたて
までいな復興計画（第５版）より ）



（４）適切な維持管理の実施

・国や関係市町村と連携しながら、交通量増加への舗装補修や放射性物質を含む河川の
堆砂除却等を実施するなど、管理施設の適切な維持管理に努める。

・市町村の除染実施計画に基づき、平成２８年度中に対象施設の除染を完了するとともに、
除雪業務についても十分な体制を整え、冬期間の良好な走行環境を確保する。

Ⅱ 業務運営目標
１ 業務運営目標

（３）復興公営住宅の早期完成

・避難者の一日も早い入居が可能となる様、各団地ごとの確実な工程管理の徹底に努める。

（主）相馬浪江線交通状況

（５）執行体制の確保と施工確保の対応

・膨大な予算執行のため、ＣＭ業務や用地補償総合技術業務等を引き続き効果的に活用
する。

・精度の高い発注見通し公表や業界との意見交換会等を活用した受注環境の聞き取り
など、適切な工事情報の共有を図るとともに、債務設定等を活用した適正工期の確保
など、施工確保に対する有効な対策を実施する。

5

除染作業状況(原町二本松線)



Ⅱ 業務運営目標
２ 平成２８年度主要事業計画

（1）− ① 津波被災地における復旧・復興事業（新地町）

埓浜地区防災緑地

被災状況

復興工事の状況

⑧

⑩

⑨

③
⑦

④

⑤

⑥

②
①

⑫

⑪

海岸

防災緑地

道路

河川

No. 事業名

1 災害復旧事業

2 復興交付金事業

3 復興交付金事業

4 復興交付金事業

5 復興交付金事業

6 交付金事業（再生・復興）

7 災害復旧事業

8 災害復旧事業

9 災害復旧事業

10 災害復旧事業

11 交付金事業（再生・復興）

12 交付金事業（再生・復興）

6

新地町

（ＪＲ常磐線）
・相馬駅～浜吉田駅（宮城県亘理町）
→２０１６年末運転再開予定



路河川名 全体概要 完了時期

木崎地区海岸 堤防工・人工リーフ工 L=1,090m H28年度

埓浜地区防災緑地 防災緑地整備 A=24.5ha, V=63万m3 H30年度

（主）相馬亘理線 新地工区 道路整備（バイパス）L=3,500m, W=6.0(10.0)m H30年度

（一）金山新地停車場線 谷地小屋工区 道路整備 L=700m, W=6.0(12.0)m H29年度

（一）新地停車場釣師線 新地工区 道路整備 L=2,400m, W=6.0(10.0)m H30年度

（主）相馬亘理線 大戸浜工区 道路整備 L=1,700m, W=6.0(10.0)m H32年度

（主）相馬亘理線（谷地小屋～埓木崎） 道路・橋梁災害復旧 L=1,800m, W=6.0(10.0)m H29年度

埓川（埓木崎） 護岸工・築堤盛土 L=1,305m H27年度完了

濁川（谷地小屋） 護岸工・築堤盛土 L=1,247m H27年度完了

三滝川（埓木崎） 護岸工・築堤盛土 L=1,387m H28年度

砂子田川筋（谷地小屋） 河道改修 Ｌ＝1,500ｍ H29年度

地蔵川筋（今泉ほか） 堤防嵩上げ Ｌ＝1,900ｍ H31年度

木崎地区海岸

相馬亘理線 新地工区

復旧工事の状況被災状況

被災状況

7

復興工事の状況



Ⅱ 業務運営目標
２ 平成２８年度主要事業計画

大浜地区海岸（大洲工区）

（1）− ②津波被災地における復旧・復興事業（相馬市）

被災状況

復旧工事の状況

相馬市

⑦

⑩

⑥ ⑤

⑨

⑧

⑪

⑫

⑬

⑭

①

②

③

④

⑮⑯

海岸

防災緑地

道路

河川
No. 事業名

1 災害復旧事業

2 災害復旧事業

3 災害復旧事業

4 災害復旧事業

5 復興交付金事業

6 復興交付金事業

7 復興交付金事業

8 復興交付金事業

9 災害復旧事業

10 災害復旧事業（※代行）

11 災害復旧事業

12 交付金事業（再生・復興）

13 災害復旧事業

14 災害復旧事業

15 交付金事業（再生・復興）

16 交付金事業（再生・復興）

8

（ＪＲ常磐線）
・相馬駅～浜吉田駅（宮城県亘理町）

→２０１６年末運転再開予定



路河川名 全体概要 完了時期

大浜地区海岸 大洲工区 堤防工 L=5,073ｍ H29年度

大浜地区海岸 上ノ台工区 堤防工 L=140ｍ H27年度完了

古磯部地区海岸 堤防工 L=496ｍ H29年度

蒲庭地区海岸 堤防工 L=222ｍ H27年度完了

原釜尾浜地区防災緑地 防災緑地整備 A=13.3ha, V=52万m3 H31年度

（主）相馬亘理線 原釜工区 道路整備 L=2,000m, W=6.0(10.0)m H30年度

（主）原町海老相馬線 磯部工区 道路整備 L=1,800m, W=6.0(10.0)m H28年度

（主）原町海老相馬線 蒲庭・南海老工区
道路整備（バイパス）L=2,920m, 

W=6.0(10.0)m
H30年度

（主）相馬亘理線 原工区 道路災害復旧 L=1,200m, W=6.0(8.0)m H27年度完了

（市）大洲松川線 芹谷地工区
道路災害復旧 L=5,700ｍ,

Ｗ＝6.0(10.0)ｍ
H29年度

松川浦 宝迫工区（岩子） 護岸工 L=1,177m H27年度完了

松川浦 札ノ沢工区（尾浜） 堤防工 L=905m H29年度

梅川 梅川工区（新田） 護岸工 L=2,380m H28年度

日下石川 北家野工区（柏崎） 護岸工 L=1,615m H28年度

宇多川（和田） 河道改修 L=1,500ｍ H29年度

小泉川（和田） 河道改修 L=1,000ｍ H28年度

被災状況

復興工事の状況

9

相馬亘理線 原釜工区原町海老相馬線 蒲庭・南海老工区

復旧工事の状況

被災状況



Ⅱ 業務運営目標
２ 平成２８年度主要事業計画

（1）－③津波被災地における復旧・復興事業（南相馬市）

原町地区

南相馬市

⑩

⑪

⑫

⑭

⑮

⑬

⑯

①

②

③

⑰

④

⑤
⑥

⑦

⑧

⑨

⑱

⑲

⑳

㉑
㉒

㉓

海岸

防災緑地

道路

河川

No. 事業名

1 災害復旧事業

2 災害復旧事業

3 災害復旧事業

4 災害復旧事業

5 災害復旧事業

6 災害復旧事業

7 災害復旧事業

8 災害復旧事業

9 災害復旧事業

10 復興交付金事業

11 復興交付金事業

12 復興交付金事業

13 交付金事業（再生・復興）

14 災害復旧事業

15 災害復旧事業

16 災害復旧事業

17 災害復旧事業

18 災害復旧事業

19 災害復旧事業

20 災害復旧事業

21 災害復旧事業

22 災害復旧事業

23 災害復旧事業

北泉小高線
萱浜工区

復興工事の状況

被災状況

10

【ＪＲ常磐線】
・小高駅～原ノ町駅
→２０１６年春運転再開予定
・浪江駅～小高駅
→２０１７年春運転再開予定



復旧工事の状況

被災状況被災状況

復旧工事の状況

南
海
老
地
区
海
岸

渋
佐
萱
浜
地
区
海
岸

路河川名 全体概要 完了時期

南海老地区海岸 堤防工・消波工 Ｌ＝1,619ｍ H28年度

北泉大磯地区海岸 堤防工・突堤工 Ｌ＝893ｍ H28年度

渋佐萱浜地区海岸 堤防工・人工リーフ工 L=2,759ｍ H30年度

小浜地区海岸 消波ブロック Ｌ＝155ｍ H27年度完了

小沢地区海岸 堤防工 L=1,500ｍ H30年度

塚原地区海岸 堤防工 L=298ｍ H29年度

村上地区海岸 堤防工 L=621ｍ H29年度

角部内地区海岸 堤防工 L=1,642ｍ H31年度

浦尻地区海岸 堤防工 L=659ｍ H30年度

（主）原町海老相馬線 蒲庭・南海老工区 道路整備（バイパス）L=2,920m, W=6.0(10.0)m H30年度

（主）原町海老相馬線 南海老・烏崎工区 道路嵩上げ（1.0m）L=2,280m, W=6.0(10.0)m H29年度

（一）北泉小高線 萱浜工区
道路嵩上げ（2.0m） L=2,500m, W=6.0(10.0)m

バイパス整備 L=1,300m, W=6.0(10.0)m
H30年度

（一）広野小高線外 浪江小高工区 道路整備（バイパス）L=12,400m, W=6.5(10.5)m H30年代後半

（一）北泉小高線 常盤橋・西内１号 橋梁・橋梁災害復旧 L=334m, W=5.2～7.7m H29年度

（一）広野小高線 仲川原工区ほか 道路・橋梁災害復旧 L=1,850m, W=5.0～7.0m H29年度

真野川（鹿島区大内） 護岸工 L=3,136m H28年度

新田川（鹿島区下渋佐） 堤防工・護岸工 L=764m H29年度

太田川（原町区小浜ほか） 堤防工（河口部）L=685m（上流部）L=1473m H30年度

鶴江川（原町区小浜ほか） 堤防工（河口部）L=679m（上流部）L=2,115m H30年度

小高川（小高区村上ほか） 堤防工（河口部）L=1,676m（上流部）L=1,990m H30年度

泉沢川（小高区村上） 堤防工 L=2,264m H29年度

新川（小高区福岡） 堤防工 L=2,363m H29年度

宮田川（小高区井田川） 堤防工 L=3,111m H29年度

11



Ⅱ 業務運営目標
２ 平成２８年度主要事業計画

（1）− ④津波被災地における復旧・復興事業（浪江町・双葉町）

浪江町

双葉町

海岸

防災緑地

道路

河川

⑫⑬

⑭

①

②

③

④

⑤ ⑥

⑦

⑧

⑨

⑦

⑩⑪

No. 事業名

浪
江
町

1 災害復旧事業

2 災害復旧事業

3 災害復旧事業

4 災害復旧事業

5 災害復旧事業

6 災害復旧事業

7 災害復旧事業

双
葉
町

8 災害復旧事業

9 災害復旧事業

10 災害復旧事業

11 災害復旧事業

12 災害復旧事業

13 災害復旧事業

14 災害復旧事業

12

【浪江町】
平成２９年３月帰還目標

【ＪＲ常磐線】
・浪江駅～小高駅
→２０１７年春運転再開予定



路河川名 全体概要 完了時期

棚塩地区海岸 堤防工 L=1,035ｍ H29年度

請戸中浜地区海岸 堤防工 L=932m H29年度

浪江中浜地区海岸 堤防工 L=489m H29年度

（一）長塚請戸浪江線外（薬師欠工区外） 道路災害復旧 L=3,977m H28年度

高瀬川（幾世橋） 堤防工 L=1,711ｍ H30年度

請戸川（棚塩） 堤防工 L=3,130m H30年度

請戸川（権現堂ほか） 護岸工 L=90m H30年度

双葉中浜地区海岸 堤防工 L=735m H30年度

郡山中野地区海岸 堤防工 L=779m H30年度

（一）広野小高線（南磯坂工区） 道路災害復旧 L=1,171m, W=3.3～11.8m H30年度

（一）広野小高線（浜野橋工区） 橋梁災害復旧 L=72m, W=12m H30年度

（一）長塚請戸浪江線外（稲荷迫工区） 道路災害復旧 L=729m, W=3.1～10.8m H28年度

（一）長塚請戸浪江線外（古跡橋工区） 橋梁災害復旧 L=30m, W=6.5m H28年度

前田川（中野地内） 堤防工 L=2,480m H31年度

広野小高線 南磯坂工区

棚塩地区海岸

被災状況 復旧工事の状況

前田川

被災状況

13

被災状況



Ⅱ 業務運営目標
２ 平成２８年度主要事業計画

14

（2）ふくしま復興再生道路

R115（東北中央道）避難指示区域やその周辺
の広域的な物流や地域医療、
産業再生を支える幹線道路
８路線を「ふくしま復興再
生道路」と位置づけ、重点
的に整備。

対象路線：
中通りと浜通りを結ぶ
主要な国道と県道８路線

■国道１１４号
■国道２８８号
■国道３４９号
■国道３９９号
■県道原町川俣線
■県道小野富岡線
■県道吉間田滝根線
■小名浜道路

対象路線：
中通りと浜通りを結ぶ
主要な国道と県道８路線

■国道１１４号
■国道２８８号
■国道３４９号
■国道３９９号
■県道原町川俣線
■県道小野富岡線
■県道吉間田滝根線
■小名浜道路



五枚沢１工区2,760m

鍋倉トンネル306.0m
H28年６月供用予定

２工区
1,620m

毛戸橋41.5m

新田吾沢橋22.5m

小野富岡線（五枚沢工区）

原町川俣線（八木沢工区）

整備状況（トンネル工）

No. 事業名 路線名 全体概要 完了時期

1

交付金事業
（再生・復興）

（主）原町川俣線 八木沢工区 道路改良 L=2,860m W=6.0(8.0)m H30年

2 （主）原町川俣線 芦原工区 道路改良 L=1,250m W=6.0(10.0)ｍ H28年

3 国道114号 浪江拡幅１ 道路改良 L=700ｍ W=13.0(30.0)ｍ H27年度完了

4 国道114号 浪江拡幅２ 道路改良 L=460ｍ W=13.0(30.0)ｍ H30年代前半

5 国道288号 野上小塚工区 道路改良 L=2,200ｍ W=6.0(8.0)ｍ H30年代前半

6 国道399号 掛札工区 道路改良 L=680ｍ W=6.0(8.0)ｍ H28年

7 （主）小野富岡線 五枚沢工区 道路改良 L=4,380ｍ W=6.5(9.0)ｍ
1工区：H29年度
2工区：H30年代前半

8 （主）小野富岡線 西ノ内工区 道路改良 L=1,500ｍ W=6.5(9.0)ｍ H30年代前半

9 （主）小野富岡線 早渡工区 道路改良 L=2,500ｍ W=6.5(9.0)ｍ H30年代前半

15

八木沢工区 L=2,860m W=6.0（8.0）m

至

南
相
馬
市
原
町
区

至

川
俣
町

(仮称)八木沢トンネル L=2,345m

整備状況（トンネル工）

トンネル貫通式の様子



Ⅱ 業務運営目標
２ 平成２８年度主要事業計画

（４）維持管理業務（3）復興公営住宅

南相馬市（原町区）

南相馬市

広野町

①

②

③

④

南相馬市（鹿島区）

⑤

広野町

⑥

No. 事業名 団地名

1 復興公営住宅整備事業 北原団地（南相馬市原町区）

2 復興公営住宅整備事業 上町団地（南相馬市原町区）

3 復興公営住宅整備事業 南町団地（南相馬市原町区）

4 復興公営住宅整備事業 牛越団地【辻内】（南相馬市原町区）

5 復興公営住宅整備事業 西町団地【鹿島】（南相馬市鹿島区）

6 復興公営住宅整備事業 下北迫（広野町）

16



整備状況（外装工事の様子）

北原団地

整備状況（造成工事完了の様子）

上町団地

17

計画戸数 構造 入居予定時期

264 鉄筋コンクリート造３階 平成28年7～9月

182 鉄筋コンクリート造３～４階 平成28年10～12月

255 鉄筋コンクリート造５階 平成28年7～9月

176 鉄筋コンクリート造４階 平成28年度後期

50 木造２戸１棟 平成28年10～12月

58 木造 平成２９年度前期

南町団地

整備状況（躯体工事の様子） 整備状況（造成工事完了の様子）

西町団地



Ⅱ 業務運営目標
２ 平成２８年度主要事業計画

道路パトロール

除雪

舗装補修

大芦鹿島線 橲原工区

（４）維持管理業務
災害防除

事業名 路線名 全体概要

橋梁補修 （一）草野大倉鹿島線 茂手橋外 橋梁補修工 L=98.4m外

舗装補修 （主）原町川俣線 二枚橋工区外 舗装補修工 L=520m外

災害防除 国道１１５号 中井塚工区外 ロープネット工 L=100m外

施工後

原町川俣線

施工前

施工後

18

除雪の様子

施工前
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Ⅲ 事業費の推移
１ 事務所予算

56,644

38,071

4,176

22,900

10,000

420

52,700
(H25補正
5,600含)

9,750

1,550

6,501

18,974

63,361

予算額
98,891百万円

予算額
88.836百万円

予算額
64,000百万円

予算額
33,320百万円

平成28年度平成27年度平成26年度平成25年度

単位：百万円

事故繰越

明許繰越

現年

※富岡土木事務所分は含まず。
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Ⅳ 行政機構
１ 内部組織

20

所 長

次 長

総 務 部

部

長

総務課 建設事務所全体の庶務、経理、入札・契約等を行っています。

行政課
道路法・河川法・建設業法等に関わることの窓口です。
県営住宅の申し込み等も行っています。

用地第一課 用地買収や物件補償について、契約・登記手続きの事務を行っています。

用地第二課
復旧・復興事業の用地買収や物件補償について、契約・登記手続きの事務を
行っています。

復 旧 ・ 復 興 部

部

長

道路・橋梁課
道路・橋梁の災害復旧事業及び復興計画関連事業の調査設計及び施工監督を
行っています。

河川・海岸課
河川・海岸の災害復旧事業及び復興計画関連事業の調査設計及び施工監督を
行っています。

企 画 管 理 部

部

長

企画調査課
社会資本整備の中長期計画・復興まちづくり計画の策定及び市町村事業の調整
や技術的支援を行っています。

管理課 県が管理する道路及び河川等の修繕計画の策定や、維持管理を行っています。

専門技術管理員 総合評価方式に係る入札関係事務を行っています。

事 業 部

部

長

道路課 県管理の国道・県道・公園の各事業の調査設計及び施工監督を行っています。

河川砂防課
県管理の河川・海岸・砂防・急傾斜地の各事業の調査設計及び施工監督を行って
います。

建 築 住 宅 部

部
長

建築住宅課
建築基準法に関する確認等や県営住宅や県有施設の建設及び維持管理を行って
います。



Ⅳ 行政機構
２ 職員数
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（平成２8年４月現在）

職 種 行 政 職 技能労務職

派
遣
職
員

計
部
課
名

所
長

次
長

主
幹

部
長

課
長

専
門
技
術
管
理
員

主
任
主
査

専
門
建
築
技
師

専
門
電
気
技
師

主
査

主
任
建
築
技
師

副
主
査

副
主
任
建
築
技
師

副
主
任
電
気
技
師

主
事

技
師

建
築
技
師

電
気
技
師

専
門
員

主
任
運
転
手

主
任
運
転
手
兼
道
路
補
修
員

専
門
員

相双建設事務所 1 1 3 5

総務部 (1) (1) 0

総務課 1 4 4 9

行政課 1 1 4 6

用地第一課 1 2 1 3 1 8

用地第二課 1 3 7 11

復旧・復興部 (1) (1) 0

道路・橋梁課 1 2 3 2 4 4 16

河川・海岸課 1 3 3 4 5 7 23

企画管理部 (2) (1) 0

企画調査課 1 1 1 2 2 7

管理課 1 2 3 2 3 3 3 1 18

専門技術管理員 (1) 1 1

事業部 1 1

道路課 1 2 2 2 4 11

河川砂防課 1 2 2 5

建築住宅部 1 1

建築住宅課 (1) 1 4 6 1 3 1 16

小 計 1 1 3 2 10 1 12 0 1 21 4 14 6 1 18 20 3 1 4 0 3 1 11 138

※（ ）内数字は兼務者を示す。（兼務者は計に含まない。）



Ⅳ 行政機構
３ 事務所の沿革

年 出来事

大正10年 原町に土木監督所設置

（地元が庁舎敷地100坪と建設費8,682円負担。管轄区域 相馬地方一円）

昭和5年 相馬駐在設置

（救済事業の一環として宇多川中小河川改良工事実施のため設置し、以降昭和
44年3月まで存続）

昭和13年 小高駐在設置

（太田川改修工事実施のため設置）

昭和20年 松川浦駐在設置

（松川浦開発のため設置）

昭和28年
10月1日、町村合併により、管轄区域が2市2町2村となる（従来相馬郡25町
村を管轄）

昭和30年 9月行政機構改革により「原町土木事務所」と改称

昭和37年 相馬港建設のため、港湾課を設置

昭和41年 原町市錦町一丁目に合同庁舎を落成し、事務所を原町市東町三丁目41から移転

昭和44年
行政機構改革により各駐在を「原町建設事務所」に統合廃止（管轄区域2市
9町3村）

昭和45年 真野ダム建設のため、建設課（建設二係）に専任担当者を設置

昭和46年 「相馬港湾建設事務所」が独立設置

昭和49年 「真野ダム建設事務所」が独立設置

行政機構改革により建設課が計画課と工事課に分離

平成2年 真野ダム建設事務所が管理事務所となる

平成3年 木戸ダム建設のため、計画課に木戸ダム担当を設置

平成5年 「木戸ダム建設事務所」が独立設置

平成6年 行政機構改革により「相双建設事務所」と名称変更

企画調査担当が新設されて計画課・工事課が道路課・河川砂防課に再編され、
用地課の財産管理係が課に昇格した行政課に統合

平成7年 企画調査担当が調査課に昇格

平成12年 用地調整担当が設置

平成15年 FF型行政組織の導入に伴い係が廃止され、グループ制となる

平成20年 FF型行政組織の見直しに伴い、グループ制が廃止され、課制となる

平成23年 東日本大震災による被災箇所の復旧のため、「相双地方復旧PT」が組織される

平成24年
東日本大震災による被災箇所の復旧・復興のため、復旧・復興部、用地第二課
が新設される
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相双建設事務所行動基準（スタンダード） ～県民との約束～

①私たちは、笑顔で挨拶、さわやかな応対をします。

②私たちは、丁寧で分かりやすい説明、積極的な広報をします。

③私たちは、苦情・要望には感謝の気持ちで現場面談、迅速に対応します。

④私たちは、原理・原則を遵守し、日々の研鑽に努め、適正な事務執行の
徹底を図ります。

⑤私たちは、報告・連絡・相談を徹底し、情報を共有した風通しのよい職
場づくりに努めます。

⑥私たちは、県民の安全・安心に対し、自覚と責任を持って業務を遂行
します。

⑦私たちは、活力ある地域づくりをめざし、復旧・復興事業に全力で取り
組みます。

土木部復興理念

“一日でも早く県土の復旧・復興を成し遂げる”“一日でも早く県土の復旧・復興を成し遂げる”

４
つ
の
復
興
理
念

１．復旧・復興を成し遂げること、それが私たちの使命。

２．山積する課題に立ち向かうこと、それが私たちの挑戦。

３．子供たちの未来を切り拓くこと、それが私たちの責任。

４．ふくしま復興の軌跡を残すこと、それが私たちの誇り。

【復興ポリシー】
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